
こ使用の前に必すこの取扱説明書をよく

お読みの上、正しくお使いください。

また、開梱後も大切に保管してください。

※本品を友人などにお譲りになるときは、

必す本書も併せてお渡しください。
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……1

警告 ・注意

●梱包部品 ………… ……
……… … ……2

●各部のなまえ………… ……………
… 2

●組み立てかた…………………
………………………3

●ベルトの使いかた………… … ………4

●本体を固定するとき……… … … ……4

●移動するとき …… ……………………4

●リクライエング角度調節のしかた……5

0回 ツキングの使いかた …………………5

●テーブルの取り付けかた ………………5

●クッションの取り付けかた ……………5

0日 常のお手入れのしかた ………………6

0こ 使用期間のめやす …… …… ……・・6



お使いいただけるお子さまの年令は0～ 2才 頃までです。

・首のすわらなしヽ0～ 2、3カ 月頃まではおやすみ位置で使用してくださしヽ。

上記の年令以外のこ使用は予期せぬ事故を招く恐れがありますのでおやめください。

△警告
車 _ ■韓 眼 車 幕 お 中 顛 募 漆 練 類

思 わ ぬ 危 険 を 招 く 恐 れ が あ

●必す保護者の目の届くところで使用してください。

●次のような場所では使用しないでください。

・ストーブなど火気のそば  ・ 落下物などの心配のある場所

●お子さまがラックの下にもくり込まないよう注意してください。

●お子さまがラックを操作したり、動かすことはおやめください。

●落下など強い衝撃が加わり、変形・書」れ
・部品破損が生じたラックは使用しないでください。

海 感 | ヽ ‐ ・Ⅲ… Ⅲ 約 ・ 苺 時 い 革 ■速 ▼ ● ‐‐ 琢 t お
子 さ ま が 落 下 す る 恐 れ が あ り ま す

●お子さまをラックに乗せるとき、般ベルトと腰ベルトは必す使用してください。

●各ベルトはお子さまの体に含わせてきちんと締めてください。

●リクライエング角度を変えたときは、そのつどベルトの長さを調節してください。

●お子さまが座画に立つたり、テ
ーブルや手すりから身を乗り出さないよう注意してください。

●お子さまを乗せたままで、持ち上十ザて移動しないでください。

●お子さまが乗り降りするときは、必す保護者が付き添つてください。

クが転倒しお子さまが落下する恐れがあ

●次のような場所では使用しないでくださしヽ。
・階段のそば、段差、傾斜のある場所
・タイル等すべりやすい場所

●移動するとき以外は、必す前ステ
ーを引き出して固定状態にするか、ロッキング状態にし

て、簡単に動かないようにしてください。

●二人以上のお子さまを乗せないでください。

△注意
わぬ事故を招く恐れがありま

●リクライエングの調節をする場合は、必す首もたれ上部の中央を片手できさえて操作して

ください。
●角度調節の握りは、ゆるいまま使用するとスリップをおこし角度がすれることがあります。

必すしつかりと締めてください。
●クッションは必す取り付けて使用してください。

座画に穴等があり、お子さまが傷つくことがあります。

●お子さまを乗せる目的以外の使用はおやめください。

●ラツクを改造したり、分解することはおやめください。

●屋外での使用はおやめください。(風雨にさらさないよう注意してください。)
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本体組み上がり

(クッションを含む)・・… 1個

前ステー…… 1個 脚組み上がり…… 1個

後車輪組み上がり・……1個 テーブル……1個 取扱説明書…… 1冊

角度調節握り

脚

テーブルキャスター

テーブルストッブヽ一

差込み穴

脚ジョイント

支持ステー 差込みゲード
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・組み立てる部品は全て組み立ててください。
・取り付け用の穴で指などに傷書を与える恐れがあります。こ注意ください。

。ます最初に本体を裏返します

1脚 を本体
へ取り付けます

本体の前端にある脚ジョイントに、

脚の先端にあるボタンaを 押しなが

らパチッと首がするまで差し込みま

す。

2支持ステーを取り付けます
支持ステーを両倶」から軽く押しながら

脚の取り付け穴bに先端を差し込みま

す。

ナ
一 斥耗
ヤ

Ｏ
θ 前ステ

ーを取り付けます

取り付け穴Cに先端を差し込み取り付け
ます。

正ユ翠

4後車輪を取り付けます
取り付け穴 dに 後車輪

の先端 eを まがつてい

る向きに注意し広

げながら差し込 、  /″

― ―引

みます。

民
Ｕ 本体を表にします
※テーブルとクッションの使用方法は

D5「 テーブルの取り付けかた」「ク

ッションの取り付けかた」を参照し

てください。
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股ベルト上部の輪の中に腰ベルト (差し込み側)を 通し反

対側の腰ベルト (受け側)と 結合させます。

確認 :バツクルの両側を軽くヨ|き結合されているか確認

してください。

股ベルトの長さ調節および取り付け方法
クッションを上十ザて股ベルトの長さを図のように調節します。
*端 末まで58m以上余裕をもたせて調節してください。
*調 節後般ベルトを5き 上げ、股ベルトが抜けないことを

確認してから使用してくださしヽ。

股ベルト

本体座面

ベルトをはすすときは
バックル (受け側)中央部を押し、バックル (差し込み側)

を引き抜きます。

腰ベルトの長さ調節方法

腰ベルトの長さを図のように調節し、左右の長さを同じに

します。
※腰ベルトがバックルからはすれた場合図の矢印の方向に

差し込み調整してください。

轡

！・

・リクライエングの角度を変えるとベルトの長さが変わります。そのつど調節してくだ

さい。
・お子さまを確実にホールドするためにベルトは大人の親指が入るくらいの隙間をのこ

ししっかりと締めてください。

1.前車輪を左右とも後方にまわし、ストッパー

にあてとめます。

2.前ステーをストッパーにあたるまで前方にま

わします。

3.後車輪を脚の後側を超えるようにまわし、脚

の下側にセットします。 前ステー、後車輪、前車輪を動かす
場合t脚と各部の間に指などを挟ま
ないよう注意してください。

1.前車輪を左右とも前方にまわし、ストッパー

にあてとめます。
2.前ステーを止るまで後方にまわします。
3.後車輪を脚の後側を超えるようにまわし、脚
の下側にセットします。
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リクライエングの調節はグ

リップをゆるめ、任意の角

度に動かし、しめるだけの

簡単な操作でおこなえます。

お使いいただけるお子さまの年令は0～ 2才 頃までです。

月齢ことに下記のリクライエング角度位置でこ使用ください。
・0～ 2、 3ヵ月頃まではおやすみ位置で
。2、 3カ月頃～5、 6カ月頃まではおやすみからおあそびの

間で
・5、 6カ 月頃～2才 頃まではゲップからおしょくじ・お

あそびの位置で

上記の年令以外のこ使用は予期せぬ事故を招く恐れがあり

ますのでおやめください。

・リクライエングの調節をする場合は、必す背もたれ上部の中央を片手できさえて

△注意
帽疑類鋳緊尭妹号孵 晴奨演Fリ

ップをおこし角度がすれることが

1.リクライエングの角度を回ッキングの位置にしてください。

2.図のように前後の車輪および前ステーを引き上げた状態にして

ください。
・上記の状態になりましたら手で軽くゆらしてください。

△注意
。お子さまの様子に気をつけ、適度にゆらしてください。
・首もたれの上部にお子さまの頭が当たる場合ロッキングでの使用をおやめください。

1テ ーフル両サイドのテーフルストッパーを外側に引き出しておきます。

2.テーブルキャスターを本体の差し込み穴に差し込み、テーブル
ストッパー左右を押し込みます。
3.テーブルを軽く動かしてはすれないことを確認してください。
テーフ
｀
ルをはすすときはテーブルストッパーを外側に引き出し

テーブルを引き抜いてください。

テーフル
キャスター

テーフルストッパー

・テーフ
｀
ルをはすしているときは、テーブルストッパーを押し込んでおいてください。

辺蛾主慧 |・はすしたテ
ーブルはお子さまの手の届かない安全な場所に保管してください。

。お子さまが差し込み穴に指を入れないようにこ注意ください。

1.クッションを本体にのせ、腰ベルトと股ベルトを通します。
2.クッションの裏に取り付けてあるひもを本体に通し結びます。

△ 注 意 |・穆ち連 掛 第 瑠 磐 Pけ

て郡 珊 くだ乱 ヽ 師 似 等があり、お子さまが
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。テーブルや本体が汚れたときは、必す薄めた中性洗斉」かぬるま湯でlltいてください。腰ベル

トと肩ベルトは水拭きしてから陰干してください。

△潤:擦ま|・意事言匡爾ぞ窪麗ぽ署百是室と、否
体がわれる恐れがあります。

・クッションは洗濯機で洗うことができます (弱水流)脱 水後、綿の片寄りを直し、日陰で平

千してください。
・漂白斉」、ドライクリーニング、アイ回ンは使用しないでください。

クッション

日 ム 揚
洗濯水流弱 ドライクリーニング× 漂白剤 × 日陰干し アイロン ×

・ご使用期間のめやす ■

○○○○○

(回ッキング表示位置で)○○○○○

○○○○

○○○○

○○○○○○○

○○○○


